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第 5章　具体的な取組

6つの柱で日本一のがん対策
あなたが取り組む
どこでもつながる
みんなで支える
しっかり活かす

●

●

●

●

予 防 と 検 診
医療と緩和ケア
相 談 支 援
が ん 登 録

がん予防がん予防 がん登録がん登録

がん医療がん医療 緩和ケア緩和ケア

がん検診がん検診 情報提供
相談支援
情報提供
相談支援
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第 5章　具体的な取組

■　県民一人ひとりが，がんを自分にも起こり得ることとして関心を持ち，が
んにならない生活習慣を心掛けています。

■　がんになるリスクを軽減するための有効な対策が県民に知られ，実践もさ
れており，がんになる県民が減少しています。

■　肝炎ウイルス検査が陽性であった県民すべてが医療機関を受診しています。

目指す姿

1　がん予防
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第 5章　具体的な取組

喫煙とがん

喫煙は，さまざまながんの原因の中で，予防可能な最大の原因であり，肺がんをはじめとする多くのがん種で，
がんのリスク（がんになる，またはがんで死亡する危険性）を高めています。

たばこを吸う人のがんで死亡するリスクは，吸わない人に比べて，男性で 倍，女性で 倍高くなってい
ます。がん種別にみると，男性では喉頭がん，尿路がん，肺がんで 倍前後と高く，女性では肺がんで 倍，
子宮頸がん，口唇・口腔・咽頭がんで 倍以上と高くなっています。

がんの予防のためにはたばこを吸わないことが最も重要です。現在たばこを吸っている人も，禁煙することに
よってさまざまながんのリスクを下げることができます。
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第 5章　具体的な取組

★がんの要因★

がんの要因に関しては，がん死亡の
原因として，どの要因がどのくらいの
割合を占めているかというハーバード大の
推計があり，喫煙・食事・運動・飲酒という
生活習慣要因が６８％を占めています。
がんの発生は，完全に防ぐことは

できませんが，がんの要因を知ることで，
ある程度予防することが可能です。

がんの要因

【出典】国立がん研究センター

がん発生の要因別 （人口寄与割合）（注） また，日本人のデータを用いて，がんの原
因を推定する研究も進められています。
国内の疫学研究の結果を網羅し，科学的な

方法で検証・評価しようという研究です。
これによると，男性では ％，女性では
％が予防可能なリスク要因によるものと

なっています。

【出典】科学的根拠に基づく発がん性・がん予防効
果の評価とがん予防ガイドライン提言に
関する研究

（注）PAF（人口寄与割合）とは，特定のリスク要因への
暴露がもし仮になかった（またはそれに準じる状
態であった）とすると，疾病の発生が何パーセント
減少することになったかをあらわす数値です。

タバコ 30%

成人期の食事・
肥満 30%

運動不足 5%

感染 5%

職業環境

がんの家族歴

周産期・成長

生殖要因
飲酒

社会経済的状況
環境汚染
放射線・紫外線 医薬品

食品添加物

喫煙（能動）

間接喫煙

感染性要因

飲酒

塩分摂取

過体重・肥満

果物摂取不足

野菜摂取不足

運動不足

外因性
ホルモン使用

0 10 20 30 40

29.7

0.2

22.822.8

9.0

1.9

0.8

0.7

0.7

0.3

男性

0 10 20 30 40

5.05.0

1.2

17.517.5

2.5

1.2

1.6

0.8

0.4

0.6

0.4

女性

Cancer Causes Control 7: 55-58 (1996)
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第 5章　具体的な取組

一般住民

８

職 域

（注）
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第 5章　具体的な取組

広島県肝疾患患者フォローアップシステムの概要図

県（薬務課）

陽性者情報データベース①キャリア情報提供

③患者情報の
フィードバック

③患者情報の
フィードバック

②患者情報収集

かかりつけ医

県（保健所）
市町

④保健指導
　 受診勧奨

肝炎ウイルス検査

陽性者・肝疾患患者

受診

肝疾患専門医

子宮頸がん予防ワクチンは，任意接種ワクチンですが，接種率向上に向けた普及啓発を進

めます。

なお，現在，国で平成25（2013）年度からの定期予防接種化が検討されており，予防接種法

による定期予防接種になれば，予防接種実施主体である市町が，引き続き接種対象年齢の女

子の接種について，普及啓発を推進します。
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第 5章　具体的な取組

がん予防を進めるために

【行 政】 がんにならないための生活習慣などの普及啓発に努めます。

【医 療 機 関】 禁煙指導を行うとともに，肝炎ウイルスなどの検診や治療に努めます。

【民間企業等】 従業員に対する生活習慣の改善などの普及啓発や受動喫煙防止対策などに努
めます。

【県 民】 がん予防についての正しい知識に基づき，生活習慣の改善に努めます。
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